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　組合では、一市二村入会住民の方を対象に、顧
問弁護士による無料法律相談日を設けています。
法律問題でお困りの方はこの機会にご相談くだ
さい。

受付時間
午後1時から午後2時まで
【担当】総務課

法｜律｜相｜談

※指定日以外又は電話による相談はできません。

無料

次回相談日

　日々の出来事やイベント情報などをリアルタ
イムで配信していますので、ぜひご覧ください。
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一
市
二
村
の
入
会
住
民
の
皆
様
、新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
恩
賜
林
組
合
に
対
し
、格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
世
界
は
、大
変
不
透
明
・
不
確
実
で
あ
り
、特
に
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、極

め
て
憂
慮
す
べ
き
現
況
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
に
、北
富
士
演
習
場
を
抱
え
る
恩
賜
林
組
合
と
し
て

は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、本
年
三
月
末
に
は
、北
富
士
演
習
場
に
係
る
第
九

次
使
用
協
定
・
第
六
次
入
会
協
定
が
期
間
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、過
日
、防
衛
省
か
ら
継
続
し
て
の
協
定
更

新
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、一
市
二
村
・
入
会
組
合
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
、地
域
の
民
生
安

定
と
福
祉
向
上
の
た
め
に
、し
っ
か
り
と
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、組
合
は
、こ
れ
か
ら
の
百
年
を
見
据
え
、森
林
文
化
の
進
展
・
環
境
保
全
・
地
域
経
済
の
活
性

化
・
入
会
住
民
の
憩
い
の
場
の
創
出
な
ど
の
視
点
か
ら
、本
年
、「
恩
賜
林
憩
の
家
及
び
周
辺
整
備
事
業
」に
着

工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、主
に
幼
児
・
児
童
な
ど
を
対
象
に
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら「
木
の
文
化
」に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、木
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
提
供
し
、木
育
や
森
育
に
つ
な
が
る
学
習
機

能
を
充
実
さ
せ
、利
活
用
の
促
進
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、組
合
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」を
軸
と
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、平
成
27
年

に
間
伐
材
を
利
用
し
て
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
工
場
を
建
設
し
、こ
れ
ま
で
販
売
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。現
在
、一
市
二
村
の
補
助
制
度（
上
限
二
十
万
円
）の
ご
協
力
も
あ
り
ま
す
の
で
、是
非
、ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、入
会
住
民
の
権
利
伸
長
・
福
祉
向
上
の
た
め
に
、全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、一
層
の

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

一
市
二
村
入
会
住
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、組
合
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
組
合
並
び
に
組
合
会
の
運
営
に
対
し

絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、本
年

も
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
は
、三
月
に
北
富
士
演
習
場
の
第
六
次
入
会
協
定
並
び
に
第

九
次
使
用
協
定
が
と
も
に
満
了
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
更
改
に
向
け
て
組
合
会

議
員
と
し
て
も
関
係
市
村
、入
会
組
合
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
市
二

村
関
係
住
民
の
福
祉
向
上
を
基
本
と
し
て
検
討
を
重
ね
、慎
重
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、組
合
会
の
議
員
は
、自
ら
が
旧
十
一
ヶ
村
入
会
住
民
の
代
表
者

で
あ
る
と
の
認
識
に
鑑
み
、皆
様
か
ら
の
信
託
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
議
決
機

関
と
し
て
そ
の
権
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、執
行
者
と
相
携
え
な
が
ら
本
組

合
の
運
営
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
会
は
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、入
会
権
擁
護
と

地
域
福
祉
の
向
上
を
期
し
、一
市
二
村
の
歩
調
を
揃
え
た
発
展
の
た
め
努
力

を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

組
合
長
　
武
川
　
勉

議
長
　
小
俣 

光
吉

第
四
回
定
例
会
開
催

　
平
成
29
年
第
四
回
組
合
定
例
会
は
、12
月
5
日
か
ら

12
月
21
日
ま
で
の
17
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
十
一
号

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
五
百
八
十
八
万
八
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
三
億
三
千
百
五
十

七
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
二
号

副
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　

組
合
副
組
合
長
に
、大
森
直
行
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
三
号

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　

組
合
監
査
委
員
に
、天
野
正
美
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
四
号
　

富
士
吉
田
市
外
二
个
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

長
等
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　

国
の
一
般
職
の
給
与
改
定
に
鑑
み
、構
成
市
村
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
五
号
　

富
士
吉
田
市
外
二
个
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　

国
の
一
般
職
の
給
与
改
定
に
鑑
み
、構
成
市
村
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
六
号
　

平
成
29
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
个
村
恩
賜
県
有
財

産
保
護
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
百
五
十
三
万
三
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
三
億
三
千
四
百
十

万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
二
号

議
員
派
遣
に
つ
い
て（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
13
項
及
び
組
合
議
会
会
議

規
則
第
１
１
９
条
の
規
定
に
よ
り
、議
員
を
派
遣
す
る
も

の
で
す
。

議　長 　　　小俣　光吉
副議長 　　　渡邉　壽幸

【林務委員会】
委員長 　　　椙浦　和朗
副委員長　　　桑原　守雄
委　員 　　　渡辺　幸寿
 　　　小俣　光吉
 　　　渡邉　壽幸

【演習地対策委員会】
委員長 　　　宮下　宗昭
副委員長　　　鈴木　富蔵
委　員 　　　奥脇　和一
 　　　天野　弥一
 　　　羽田　正男

【財務委員会】
委員長 　　　渡辺　新喜
副委員長　　　長田　與之
委　員 　　　戸田　　元
 　　　勝俣　大紀
 　　　渡邉　隆三

  新しい議会構成 
 12月21日現在

新
副
組
合
長
の
紹
介

新
副
組
合
長
の
紹
介

新
監
査
委
員
の
紹
介

新
議
員
の
紹
介

新
議
員
の
紹
介

戸田 元
富士吉田市（上吉田）

第三回定例会

大森 直行
忍野村

第四回定例会

長田 德太郎
山中湖村

第三回定例会

渡辺 幸寿
富士吉田市（下吉田）

第四回定例会

天野 正美
忍野村

第四回定例会
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長
田
與
之
議
員 

一
般
質
問〈
要
旨
〉  

平
成
29
年
10
月
4
日（
水
）

『
使
用
協
定
及
び
入
会
協
定
の
　
　

　
　
　 

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

　
武
川
組
合
長
は
、そ
の
長
い
政
治
経
験

を
踏
ま
え
、両
協
定
に
対
し
、富
士
吉
田

市
長
、山
梨
県
議
会
議
員
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
、

検
討
さ
れ
、結
果
と
し
て
幾
次
か
の
両
協

定
締
結
を
経
験
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
早
々
に
は
、国
か
ら
両
協
定
更
改

の
申
し
入
れ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
思
料

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ま
ず
、使
用
協
定
に
つ
い
て
、

次
は
、第
10
次
協
定
と
い
う
、い
わ
ば
、節

目
と
も
い
え
る
協
定
更
改
が
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

組
合
長
も
ご
承
知
の
と
お
り
、協
定
締

結
前
に
は
、米
駐
留
軍
に
よ
る
接
収
を
経

て
、自
衛
隊
へ
の
使
用
転
換
に
伴
う
国
と

地
元
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
が
な
さ
れ
、

よ
う
や
く
昭
和
48
年
に
使
用
転
換
に
伴

う
使
用
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
後
、第
10
次
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
次
か
ら
第
9
次
使
用
協
定
ま
で

の
間
に
は
、一
市
二
村
・
組
合
が
一
丸
と

な
っ
て
、北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
対
策

地
元
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、北

富
士
演
習
場
対
策
協
議
会
を
窓
口
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
対
す
る
要
望
を
国

や
県
に
対
し
て
申
し
入
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
国
や
県
へ
の
要
望
事
項
に
つ

い
て
、現
在
の
進
捗
状
況
の
概
略
を
教
え

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、今
後
、一
市
二

村
と
の
協
議
・
調
整
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、恩
賜
林
組
合
と
し
て
、ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、組
合
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

同
時
に
、第
6
次
入
会
協
定
締
結
の
際

に
は
、第
1
次
入
会
協
定
か
ら
25
年
経
過

し
、一
度
も
協
定
文
書
の
改
正
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、よ
う
や
く
、

保
健
休
養
の
一
文
と
梨
ヶ
原
廠
舎
地
区

の
一
文
が
挿
入
さ
れ
、一
応
の
成
果
が
み

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、第
7
次
入
会
協
定
の
更
改
に

向
け
、そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

第
三
回
定
例
会
開
催
　

　
平
成
29
年
第
三
回
組
合
定
例
会
は
、9
月
5
日
か
ら
10
月
4
日
ま
で
の
30
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決·

認
定·

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
三
号

継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て（
報
告
）

　

平
成
28
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
を

精
算
し
た
の
で
、地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
５

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
八
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て（
認
定
）

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
二
十
二
億
七
千
二
百

九
十
四
万
三
千
六
百
五
十
七
円
、歳
出
二
十
二
億
三

千
七
百
七
十
八
万
二
千
百
四
十
二
円
、歳
入
歳
出
差

引
額
は
三
千
五
百
十
六
万
千
五
百
十
五
円
で
す
。

　

な
お
、詳
細
は
、後
述
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計

決
算
の
概
要
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
九
号

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

（
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
千
九
百
九
十
七
万

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
三

億
二
千
五
百
六
十
八
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
十
号

副
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　

組
合
副
組
合
長
に
長
田
德
太
郎
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
一
号

議
員
派
遣
に
つ
い
て（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
13
項
及
び
組
合
議

会
会
議
規
則
第
１
１
９
条
の
規
定
に
よ
り
、議
員

を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
決
算
の
概
要

科目（款） 支出済額

1 議会費 57,779,087

2 総務費 450,617,640

3 事業費 1,729,385,415

4 公債費 0

5 予備費 0

計 2,237,782,142

歳出
（単位：円）

科目（款） 収入済額

1 使用料及び手数料 6,146,640

2 国庫支出金 29,917,000

3 県支出金 43,502,187

4 財産収入 514,440,863

5 繰入金 0

6 繰越金 16,250,804

7 諸収入 1,662,686,163

計 2,272,943,657

歳入
（単位：円）

武
川 

勉
組
合
長
答
弁
〈
要
旨
〉

　

本
年
度
内
に
は
、
第
９
次
北
富
士
演
習
場

使
用
協
定
（
使
用
協
定
）、
並
び
に
第
６
次
北

富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
の
使
用
に
関
す

る
協
定
（
入
会
協
定
）
が
そ
れ
ぞ
れ
期
間
満

了
を
と
な
る
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

協
定
更
改
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
経
験
に

加
え
て
、
現
在
、
恩
賜
林
組
合
長
と
し
て
の

立
場
で
お
答
え
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

使
用
協
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
第

８
次
・
第
９
次
使
用
協
定
締
結
時
に
、「
仮

称
新
富
士
保
全
法
の
制
定
」
に
つ
い
て
、
国

並
び
に
県
に
対
し
、
地
元
一
市
二
村
及
び
本

組
合
の
共
通
要
望
案
件
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
市
二
村
、
組
合
に
山
梨
県
も
含
め
た

地
域
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
、
現
在
基
本

構
想
、
基
本
計
画
を
策
定
し
「
富
士
北
麓
地

域
づ
く
り
協
議
会
」
で
承
認
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
計

画
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
か
ら
国
へ
の
個
別
要
望
案
件
で
あ
る

「
民
生
安
定
事
業
の
対
象
施
設
の
拡
大
」
に
つ

い
て
は
、
森
林
学
習
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

国
に
要
望
し
、
本
年
度
、
実
施
設
計
に
つ
い

て
補
助
事
業
と
し
て
予
算
採
択
さ
れ
、
現
在

作
成
中
で
あ
り
、
建
設
に
係
る
工
事
費
に
つ

い
て
も
、
来
年
度
、
予
算
確
保
の
た
め
の
概

算
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
国
へ
の
個
別
要
望
事
項
な
ど
に

つ
い
て
は
、
昭
和
52
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
造
林
事
業
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
施
設

整
備
事
業
な
ど
着
実
に
履
行
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
へ
の
個
別
要
望
案
件
で
あ
る
「
恩
賜
林

百
年
の
森
づ
く
り
計
画
へ
の
支
援
」
と
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
協
働
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
森
づ
く
り
計
画

に
つ
い
て
は
、
県
職
員
が
委
員
と
し
て
参
画

す
る
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
基
本
構
想
及

び
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
継
続
し
て
造
林
事
業
な
ど
へ
の
支

援
を
求
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
つ
い
て
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
料

と
な
る
間
伐
材
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
、
山

梨
県
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

色
々
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
協
定
更
改

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
議

会
、
入
会
組
合
並
び
に
一
市
二
村
な
ど
と
連

携
し
、
協
調
を
図
り
な
が
ら
有
益
な
使
用
協

定
と
し
て
い
く
こ
と
が
私
ど
も
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
会
協
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
私
か
ら
入
会
協
定
審
議
会
に
対

し
て
、
次
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
諮
問
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

１
．「
林
野
雑
産
物
損
失
補
償
に
係
る
対
地

補
償
方
式
の
採
用
」
に
つ
い
て
、
２
．
入
会

協
定
本
文
へ
の
「
保
健
休
養
・
元
気
回
復
な

ど
の
た
め
の
利
用
」
に
つ
い
て
、
３
．「
梨
ヶ

原
廠
舎
地
区
に
お
け
る
入
会
慣
習
」
に
つ
い

て
、
４
．「
弾
着
区
域
に
入
り
た
く
て
も
立
ち

入
れ
な
い
現
状
の
解
決
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
大
変
難
し
い
項
目
で
あ
り
ま

す
が
、
入
会
住
民
の
更
な
る
福
祉
向
上
を
図

る
意
味
に
お
い
て
、
最
善
の
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。

　

両
協
定
の
更
改
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
際
に

は
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
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財政事情の公表
　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表しています。
　今回は平成29年度一般会計の上半期（9月末現在）における予算執行状況並びに基金の状況について公表します。 

区分 対象 金額
市村配分枠 15,937,000

 富士吉田市 市民スポーツフェスタ実行委員会
など77件 13,830,000

 山中湖村 山中湖村花を育てる会など15件 1,120,000
 忍草区 忍野村消防団第二分団など5件 987,000
高校教育振興 富士北麓地域内6校 12,000,000

小中学校PTA 富士吉田市12校、山中湖村3校、
忍野村2校 5,100,000

恩賜林記念文庫 富士北麓地域内18校 1,800,000
恩賜林杯等広域枠 少年野球、少年サッカー大会など6件 2,700,000

合計 37,537,000

区分 現在高
財政調整基金 1,369,876,386
林業振興事業整備基金 6,874,785,783

計 8,244,662,169

科目（款） 予算現額 収入済額 収入率

1 使用料及び手数料 6,054,000 5,540,190 91.5%
2 国庫支出金 84,919,000 6,034,000 7.1%
3 県支出金 34,828,000 16,465,622 47.3%
4 財産収入 515,638,000 475,985,714 92.3%
5 繰入金 15,410,000 0 0.0%
6 繰越金 139,000 138,000 99.3%
7 諸収入 1,658,856,000 1,638,178,202 98.8%

計 2,315,844,000 2,142,341,728 92.5%

歳入

科目（款） 予算現額 支出済額 執行率

1 議会費 60,129,000 27,618,502 45.9%
2 総務費 439,814,000 202,193,179 46.0%
3 事業費 1,806,423,000 334,660,665 18.5%
4 公債費 1,000 0 0.0%
5 予備費 9,477,000 0 0.0%

計 2,315,844,000 564,472,346 24.4%

歳出

区分 金額 比率
富士吉田市 1,028,880,000 85.74%
山中湖村 101,040,000 8.42%
忍野村（内野を除く） 70,080,000 5.84%

計 1,200,000,000 100.00%

一般会計

歳出
支出済額
歳出

支出済額

地域団体事業補助金 （平成29年9月末現在）
財産及び積立金の状況

市村配分金の概要（参考）

使用料及び手数料 0.02%

議会費 2.58%

総務費 20.14%

事業費 77.28%

国庫支出金 2.81%

歳入
収入済額

県支出金 0.76%

財産収入 22.63%

繰越金 0.06%

諸収入 76.46.%

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

管理地内山林視察
平成29年10月6日

　組合造林事業の進捗状況の確認及び今後の事業展
開を検討するため、組合会議員とともに組合管理地を視
察しました。

不発弾探査識別立会
平成29年11月22日

　入会住民の安全を確保するため、組合管理地内で発
見された不発弾の識別作業に武川勉組合長が立ち会い
ました。

市村配分金等検討会
　平成30年度にかかる市村配分金等について、平成29年11月21日に武川勉組合長から市村配分金等検討会へ適正
な交付について審議いただく旨の諮問がなされ、平成29年12月5日に小俣光吉座長から組合長に市村配分金等の交付
について検討会として意見集約し、答申がされました。

秋季総合防災訓練
平成29年11月3日

　富士北麓駐車場にて秋季総合防災訓練が行われ、山
梨県消防協会富士五湖支部への多年に亘る財政支援に
対し、感謝状を頂きました。

忍草入会組合第3回権利擁護大会
平成29年12月3日

　演習場内国有入会地内で行われた忍草区権利擁護
大会に出席し、忍草入会住民の皆さんに激励を行いまし
た。

諮問　平成29年11月21日 答申　平成29年12月5日
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平成30年度山林保全パトロール員募集

　富士山北面8,100haの広大な入会地を守る山林保全パトロール員を募集します。

1．仕事内容　（1）山菜などの採取を目的とする入会住民以外の入山者に「入山鑑札」の発行
　　　　　　（2）オフロード車など林野に対する加害行為の防止の呼びかけ
　　　　　　（3）山林火災などの注意喚起
2．募集人員　35名
3．応募資格　富士吉田市、山中湖村、忍野村（忍草区）のいずれかに居住

しており、満20歳以上71歳未満で
　　　　　　自然保護や入会に関心があり、普通自動車運転免許を取得

されている方であること。
4．活動期間　平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
5．応募手続　（1）応募用紙　組合ホームページからダウンロード
　　　　　　（2）応募締切　平成30年2月2日（受付　森林整備課）
6．問合せ先　恩賜林組合　森林整備課　電話22-3355　
  　　 ※詳細は、お気軽にお問い合わせください。

　恩賜林組合では、生産から消費までを地域でまかなう「エネルギーの地産地
消」を軸とした循環型社会の構築を目指しています。
　 ペレットストーブの設置に際して富士吉田市・山中湖村・忍野村においては、
普及のために補助制度があります。（上限20万円)
　恩賜林ペレット購入につきましては下記の取扱店でお願いします。
　販売金額等の詳細につきましては、取扱店にご確認ください。

全木ペレット
直径 6mm 灰分 0.3%
高位発熱量 4,470kcal/kg
低位発熱量 4,120kcal/kg

富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
山梨県富士吉田市上吉田5605番地3

TEL：0555-22-3355 FAX：0555-23-3425
ホームページ：http://www.onshirin.jp

取扱店 TEL 住所

株式会社アイ・ディー 0555-22-7432 富士吉田市上吉田7-6-12

株式会社萱沼商事 0555-22-3530 富士吉田市下吉田5772

佐藤英智 090-3142-2502 富士吉田市上吉田4401-38

株式会社シラス自工 0555-22-4378 富士吉田市下吉田9-3934-1（シラス自工ペレット展示場）

株式会社セイル・ジャパン 0555-73-8229 富士吉田市下吉田4-9-5　1F（HOLZ ホルツ）

株式会社滝口建築 0555-68-9009 富士吉田市下吉田3-6-28（LITTLE ROBOT リトルロボット）

有限会社羽田屋 0555-22-0003 富士吉田市中曽根1-3-45

ふじ企画株式会社 0555-62-3355 山中湖村平野506-704

株式会社富士急リゾートアメニティ 0555-62-0043 山中湖村平野506-296

株式会社オオモリ設備 0555-84-2379 忍野村忍草2932

株式会社大森林業所 0555-84-2011 忍野村忍草514

大森文陽 090-4242-7151 忍野村忍草1348-4

渡辺設備工業 0555-84-2420 忍野村忍草869

品質

製造

恩賜林ペレット取扱店

恩賜林ペレット
市村配分金交付式

平成29年10月27日

　富士吉田市、山中湖村及び忍草区に対し財政
を支援し、旧11ヶ村入会住民の福祉向上に資す
るため交付している市村配分金の交付式が行わ
れました。

富士吉田市 1,028,880,000円 85.74%

山中湖村 101,040,000円 8.42%

忍草区 70,080,000円 5.84%

　昭和63年に開館し皆様に親しまれてきた恩賜林憩いの家は、新しい森林学習施設として生まれ変わ
るため、屋外遊具、林間バーベキューハウスとともに昨年10月31日をもって一旦閉館しました。ご不便を
おかけしますが、よろしくお願いします。
　なお、恩賜林憩いの家の中に併設していた「木育ひろば」は、新たに設
置する森林学習施設が開館するまでの間は恩賜林組合庁舎1階和室を
活用し、住民への木育の機会の提供を引き続き実施いたします。「恩賜林
庭園」とともに皆様のご利用をお待ちしています。

「恩賜林憩いの家」及び周辺を再整備するため、
しばらくの間閉館させていただきます。

組合長 富士吉田市長 山中湖村長 忍草区長
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